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はじめに 

  国有林野の管理経営を行う国有林野事業は、平成２５年度以降、一般会計による運

営となり、これまで以上に国民からの要請に応えるため、公益重視の管理経営をより一層推

進しながら、林業・木材産業の成長産業化へ貢献するとともに、木材の安定供給等に取り

組むこととしています。 

  湯沢支署では、森林の持つ国土の保全や水源の涵養、生物多様性保全などの公益機

能を発揮するために、適切かつ効率的な管理経営を実施するとともに、管轄する流域の林

業・木材産業の成長産業化に向けて各種事業に取り組みます。 

 

 

(1) 国有林野の所在する市町村等 

 当支署は、秋田県南地域の横手市、湯沢市、羽後町、東成瀬村の２市１町１村に所在

する雄物川本流の上流域及び皆瀬川・役内川などの支流域の国有林野約４４千 ha を管

轄区域としています。 

支署の事務所は秋田県湯沢市に設置し、また増田・皆瀬・湯沢・雄勝の各地域に設置

する森林事務所に森林官等を配置し、地域との連携、地域からの意見・要望等を反映しな

がら国有林野の管理経営を適切に実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 秋田森林管理署 湯沢支署の国有林
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(2) 雄物川上流域の国有林 

管内の国有林は、秋田県南部の奥羽山脈中央部西側の雄物川上流域に位置し、約

２２千 ha が「栗駒国定公園」に、約４２千 ha が水源かん養などの保安林に指定されてい

ます。 

また、ブナを主とする広葉樹林も多く貴重な森林は「栗駒山・栃ヶ森山周辺森林生態系

保護地域」などの保護林に設定し、保護林同士を連結する「奥羽山脈緑の回廊」や「鳥

海朝日・飯豊吾妻緑の回廊」を設け保全・保護を図っています。 

さらに、「栗駒自然休養林」などのレクリェーションの森を設定し国民の保健休養の場を

提供しながら、水源の涵養、国土の保全、林産物の供給、自然資源である温泉など、多

面的な機能を有する豊かな森林が持続的に維持されている地域であり、特に雄物川の源流

域の重要な水源地帯であります。 

 

(3) 管内の森林面積 

  管内に所在する４市町村の森林率は、市町村の土地面積約１９２千 ha のうち森林面

積が約１３５千 ha と７１％が森林であり、森林面積の６７％が民有林、３３％が国有林とな

っています。 

市町村の中でも、湯沢市が国有林面積の占める割合が最も多く全体の約７割を占めて

おり、また市町村ごとの国有林比率を見ると、栗駒国定公園を有する湯沢市と東成瀬村が

高く、森林面積の約５割が国有林となっています。 

 

森林面積の内訳                                                   単位 面積：ha 

市町村 市町村面積

① 

森林面積 森林率 

②÷①×100 

国有林比率 

③÷②×100 計② 国有林③ 民有林 

横 手 市 69,280 37,607 1,778 35,829 54% 5% 

湯 沢 市 79,091 63,976 31,439 32,537 81% 49% 

羽 後 町 23,078 15,476 1,594 13,882 67% 10% 

東成瀬村 20,369 18,237 9,966 8,271 90% 55% 

計 191,818 135,296 44,777 90,519 71% 33% 

注１：市町村面積は、国土地理院「平成 30 年度全国都道府県市区町村別面積調」による。 

注２：国有林面積（官行造林を含む）は、「雄物川国有林の地域別の森林計画書」による。 

注３：民有林面積は、「地域森林計画書」の対象面積による。 

 

(4) 管内の森林資源 

 国有林の人工林・天然林別の面積は、人工林が約９千 ha（２１％）、天然林が約３１千

ha（７０％）、岩石地や崩壊地など林地以外の無立木地が約４千 ha（９％）で構成されて

います。 

針・広葉樹別に見ると、針葉樹が２６％、広葉樹が７４％の比率で分布しており、針葉

樹は主にスギ、カラマツの人工林であり、広葉樹はブナをはじめナラ類など多くの樹種が分布

しています。 
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国有林の人工林・天然林別面積の内訳                                      単位  面積：ha  

市町村 
人工林 天然林 計 無立木

地等 
合計 

針葉樹 広葉樹 計 針葉樹 広葉樹 計 針葉樹 広葉樹 計 

横手市 838 11 849 13 645 658 851 656 1,507 273 1,780 

湯沢市 5,701 54 5,755 1,649 21,913 23,562 7,350 21,967 29,317 2,122 31,439 

羽後町 811 4 815 24 660 684 835 664 1,499 95 1,594 

東成瀬村 1,665 15 1,680 3 6,397 6,400 1,668 6,412 8,080 1,886 9,966 

計 9,015 84 9,099 1,689 29,615 31,304 10,704 29,699 40,403 4,376 44,779 

注：国有林面積（官行造林を含む）は、「雄物川国有林の地域別の森林計画書」による。 

 

 

(1) 機能類型に応じた管理経営 

 国有林野の管理経営にあたっては、国土の保全、水源の涵養、生物多様性の保全など

重視すべき森林の機能に応じて山地災害防止タイプ、自然維持タイプ、森林空間利用タイ

プ、快適環境形成タイプ、水源涵養タイプの５つのタイプに森林を区分し、森林の機能を持

続的に保つための森林づくりを目指しています。 

 

機能類型区分と目的                                                単位  面積：ha 

機能類型区分 対象となる森林 面積 

山地災害防止 

タイプ 

土砂流出・雪

崩防備エリア 

土砂崩れや土砂の流出等による山地災害を

防ぐことを目的に整備する森林 
9,395 

気象害防備エ

リア 

飛砂、潮害等の気象災害を防ぐことを目的に

整備する森林 
0 

 

自然維持タイプ 

原則的な森林生態系や貴重な動植物が生

息・生育に適し、特別な保全・管理が必要な森

林 

14,589 

 

森林空間利用タイプ 

国民が森林とふれあう場や森林ボランティア

団体の活動の場など、保健・文化・教育などの

利用形態に応じた森林 

4,106 

快適環境形成タイプ 
大気の浄化や騒音の防備等、生活環境の形

成を目的とする森林 0 

水源涵養タイプ 
洪水の緩和、水質保全等を目的に整備し、

森林資源の活用にも配慮する森林 15,675 

計 
 

43,765 

注：面積は「第六次国有林野施業実施計画書」による要存置林野面積。 

２ 公益機能重視の管理経営
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(2) 保安林の保全管理と森林整備 

 森林は、水を育み、土砂崩れなどの災害を防ぎ、美しい景観や心の安らぎや潤いを与え

るなどの役割を果たしており、期待される森林の機能を発揮するため管内の森林面積の約９

４％にあたる約４２千 ha を「保安林」に指定しています。 

 水源かん養など５種類の保安林を指定し、土砂流出や山地崩壊などの山地災害防止

のため山腹工等の保安施設を施工するとともに、水源のかん養、生活環境の保全など健全

な森林づくりに向けた森林整備を行いながら、国民が安全、安心に生活できるよう森林の保

全管理に努めています。 

 

  管内の国有保安林 内訳 

保安林の種類 面積（ha） 保 安 林 の 役 割 

 

水源かん養 

 

 

41,399
 

下層植生とともに樹木の根が発達することにより、雨水を地中に蓄

えまた表層を流れる雨水を緩やかにし、浸透・保水を行いながら安定

した川の流れを保ち、洪水や渇水の防止やきれいな水を育みます。 

 

土砂流出防備
 

 

 

567 

 

樹木の根が深く広く発達し土壌を保持し、地面を覆う落ち葉や下

草が雨などによる表土の浸食、土砂の流出、崩壊による土石流を防

ぎ、また必要に応じて施設整備などにより山地災害を防ぎます。 

干害防備
 

15
 簡易水道など特定の水源の周辺の森林を保持しながら水資源を

守り、水が枯れるのを防ぎ、きれいな水を供給します。 

なだれ防止
 

87
 森林を造成することより、なだれの発生を防ぎ、なだれが発生した

時にはその勢いを弱め、被害を防ぎます。 

 

保    健 

 

 

(6,041)※ 

森林レクリェーションの活動の場として、自然に親しみ生活にゆとり

を与えるほか、空気の浄化や騒音の緩和に役立つ森林を保持して

生活環境を守ります。 

計 42,068 

(6,041)※ 

 

  ※：管内の保健保安林は水源かん養保安林と兼種のため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小安奥山国有林（水源かん養保安林） 
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(3) レクリェーションの森の整備 

 管内には、景観・景勝が素晴らしい自然環境が多く見られ、国民が自然に身近に触れ

合えるよう自然観察や自然散策が楽しめる場としてレクリェーションの森を設定しています。 

 

    管内のレクリェーションの森 

種  類 名  称 面積（ha） 所在する市町村 

自 然 休 養 林 栗     駒     1,841 湯沢市、東成瀬村 

 

《栗駒自然休養林》 

 栗駒自然休養林は、栗駒国定公園の北西部に位置し、栗駒山を中心に標高４００～

１，５００ｍのエリア内に、古い爆裂火口によりできた景観的に優れた須川湖や秣岳山麓周

辺に広がるブナなどの広葉樹林が見られ、栗駒山周辺にはイワカガミ湿原などの高層湿

原、野鳥の森等への遊歩道、須川温泉などがあり、新緑や紅葉の時期には自然散策等で

多くの方々が利用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イワカガミ 

野鳥の森周辺 イワカガミ湿原周辺 

湿原に自生するシラタマノキ 
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(4) 保護林と緑の回廊の保全・保護 

《森林生態系保護地域等の保護林》 

 貴重な動植物が生息・生育している森林については､｢栗駒山・栃ヶ森山周辺森林生態

系保護地域｣等の保護林に指定し、動植物等の保全・保護に努めています。 

 

  管内の保護林 

名   称 面  積（ha） 

栗駒山・栃ヶ森山周辺 

森林生態系保護地域  

4,612 

保存地区   （2,946） 

保全利用地区（1,666） 

田代沼水生 

希少個体群保護林  

                19 

雄勝峠スギ 

希少個体群保護林  

               230 

                 
※ 平成２７年９月の保護林制度改正に伴い、植物群落保護林は希少個体群保護林に区分を見直し、「天正の滝郷土の森」

は保護林から削除。 

 

《緑の回廊》 

  生息・生育する野生動植物の広域的なつながりを保つため、保護林同士を連結し連続し

た自然環境を回復することによる野生動植物の相互交流、生物多様性の保全に資すること

を目的に「緑の回廊」を設定しています。 

管内の緑の回廊 

名      称 管内面積（ha） 東北局管内面積（ha） 

奥羽山脈緑の回廊 7,643 73,000 

鳥海朝日・飯豊吾妻緑の回廊 697 (64,000) 47,000 

注：()は、東北森林管理局と関東森林管理局の合計 

 

(5)管内の景勝地 

《天正の滝》  

天正の滝は、高さ１５ｍに達する滝であり、滝周辺には５０ｍを超す柱状節理の断崖が連

なる渓谷が見られ、周囲の広葉樹とマッチし美しい景勝地となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田代沼水生希少個体群落保護林 

滝へ向かう遊歩道は

整備されており、森林散

策しながら木々や野鳥な

どの自然環境に触れ合

うことができ、夏場の清涼

感や自然の癒やしが感

じられるスポットとして利

用されています。 

 

 天正の滝 滝へと続く遊歩道 
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《川原毛地獄》 

  川原毛地獄は、日本ジオパークに指定されており、青森県の恐山、富山県の 

立山と並ぶ日本三大霊場です。大同２年（８０７年）に月窓和尚が開山したと伝えられてお

り、一帯が白い山肌と奇岩に覆われています。 

いたる所から硫黄や水蒸気が吹き出しており、草木が生えない荒涼とした様子と周辺の草

木の生命力との相反した風景が異様な感覚を与えます。 

 

 この地内を流れる渓流は全て温泉となっているため、下流にある大湯滝の滝壺は天然の

露天風呂として夏場に利用されています。落差約２０ｍのダイナミックな湯の滝は、地元の人

はもちろん、山歩きの疲れを癒す観光客にも親しまれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《神室山》 

  栗駒国定公園

の南側に位置し、

秋田県と山形県

の県境に鎮座する

眺望の美しい山で

あり、「みちのくの小

アルプス」と呼ばれ

日本二百名山の

一つに選ばれてい

ます。 

  山岳宗教の聖

地として古くから登

山者が集ってお

り、東西南北から 

多数の登山ルートがあります。 

随所に急登があり登り応えのある山です。 

日本三大霊場 川原毛地獄 温泉が流れる湯の滝 大湯滝 

みちのくの小アルプスと称される神室山(1,365m) 



10 
 

 

(1) 地域の安全・安心を確保する治山対策 

 山地災害の防止や荒廃した森林の復旧を図るため計画的に治山事業を行い、地域住

民の安全・安心のため国土の保全に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 主な取組事項（令和６年度予定事業量）

 木製型枠谷止工 
（横手市南沢国有林虫内沢） 

作 業 種 数 量 備  考 

更  新 41ha 植付41ha 【地拵16ha、一貫作業(無地拵)25ha】 

保  育 171ha 下刈126ha、除伐5ha、保護伐3ha、受光伐21ha、複層林誘導伐16ha 

 

列状間伐による整備 

(2) 森林整備の推進 

  国土保全や水源涵

養など、健全な森林づ

くりや森林資源の循環

を図るため、計画的か

つ効率的に森林を育

成しています。 

伐採跡地には、スギ

やカラマツなど林地に

適した樹種の植栽や 

天然力を活かした更新

を行い、生育状況に応

じて間伐や下刈、除伐

などの保育作業を適切

に行いながら森林の更

新・育成に取り組んで

います。 

工 事 名 数 量 備  考 

奥赤倉沢治山工事 堰堤１基 床固工 
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(3) 林業の成長産業化への貢献      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
内訳 面積 数量 

主伐 74.38 ha 14，306㎥  

間伐 118.50 ha 11，694㎥  

計 192.88 ha 26,000㎥ 

 

素材生産量 
 

２６，０００ｍ3 

立木販売量 
 

９０，７４５ｍ3 

安定的な木材供給のための長倉ストックヤード 

② 木材の安定供給 

スギなどの人工林については、

公益機能を重視しながら間伐等に

よる森林整備を効率的に行い、地

球温暖化防止を推進するとともに、

再生可能な資源の活用として「林

業の成長産業化」への貢献に向

け木材の安定的かつ持続的供給

に取り組んでいます。 

① 林業の低コスト化の普及・

啓発 

当支署では、平成２５年度か

ら伐採と造林(新植)を一括発注

する一貫作業システムを実施し

てきており、これまで現地検討

会を通じて林業関係者等と意見

交換しながら継続的な低コスト

化に努めています。 

また、採材検討会、無人航空

機(ドローン)講習会を主催する

ほか、高性能林業機械実演会へ

の参加など、効率的林業や技術力

向上を図るための情報収集・発信

に取り組んでいます。 

さらに、造林事業における下刈作

業省力化を図るため、従前の全刈

から苗木列の列間のみを刈払う筋

刈方式の普及啓発を行っていま

す。 

下刈作業省力化を図る筋刈 

高性能林業機械（フェラバンチャ―）実演会 

内訳 面積 数量 

主伐 255.00 ha 89,749㎥  

間伐 6.57 ha 996㎥  

計 261.57 ha 90,745㎥ 
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協定地域位置図 

（赤線：民有林、青線：国有林） 

(4) 民有林と連携した森林整備 

国有林と民有林が連携して効率的な森林整備を推進するため、平成２９年３月に湯沢

市皆瀬大又沢地域における森林共同施業団地協定を、湯沢市、雄勝広域森林組合、湯

沢支署の３者で締結し、令和２年３月に更新しました。 

この協定に基づき、路網整備や森林施業集

約化による事業コストの低減などのメリットを活か

した森林整備を計画的に進めるため、定期的に

打合せ会議等を行い協議・調整し、県の雄勝

地域振興局と連携しながら進めます。 

森林共同施業団地運営会議 

また、民有林との連携として、全国的に拡大しているナラ枯れ被害を防止するため、昨

年度に引き続き、面的防除として「おとり丸太」の設置を行います。 

 

さらに、各地で頻発する豪雨災害への対応として、市町村担当者と林道維持につい

て情報を共有するほか、林道技術者育成プロジェクトチーム考案の洗掘防止に資する簡

易かつ効果的な維持修理方法など、国有林野という広大なフィールドで得られた知見・

取り組みを広く紹介していきます。 

 ナラ枯れ被害防止おとり丸太現地調査会 
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(6) 国定公園などの保護活動と遭難等防止活動 

 高山植物の盗採等の防止を図るため、地域連携の保護活動として、警察や東成瀬村、

ＮＰＯ法人等の地域関係者と連携し合同パトロールを実施しています。 

また東成瀬村、ＮＰＯ法人等と連携した国定公園内のクリーンアップ活動も実施していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下松倉新設工事（幅員 3.6m、延長 230m） 
 
 

(5) 林業専用道の整備 

 木材生産や森林整備など各種事業の効率化を図る上で必要な林業専用道などの路網

整備を計画的に取り組んでいます。 

盗掘防止合同パトロール 

工 事 名 数 量 備  考 

役内林道改良工事 幅員3.6m、延長190m 林  道 

上台沢林道調査設計 幅員3.6m、延長2,000m 林業専用道 

大倉沢作業道調査設計 幅員3.6m、延長600m 林業専用道規格相当 

蟻坂橋補修工事（幅員 4.0m、延長 14.4 m） 
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(7) 自然資源の利活用 

 当支署管内では、再生可能エネルギーである地熱資源の開発が進んでおり、 

「上の岱地熱発電所」と「山葵沢地熱発電所」が稼働中です。さらに「小安奥山地域」と

「下の岱地域」で地熱発電に向けて調査等が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

遭難防止の看板設置・ロープ張り活動 

さらに、春の山菜シーズンには、湯沢市、東成瀬村などの行政機関等と連携し、入山禁

止区域看板等設置の活動を行っております。 

また、遭難等防止・クマ出没警戒のチラシを配布し、入山者へ遭難等防止等を呼びかけ

ています。 

須川高原 クリーンアップ活動 

国有林内で稼働中の地熱発電所 
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(1) 秋田森林管理署湯沢支署の沿革 

  明治１４年 ９月  農商務省設置に伴い秋田山林事務所の下に湯沢林務部派出所が設置される。   

 明治１９年 ４月  農商務省官制改正に伴い秋田大林区湯沢派出所となる。          

明治２５年 ６月  湯沢小林区署が設置される。 

大正１３年１２月  営林局署官制が公布され、湯沢小林区署は湯沢営林署に改称され担当区に改称。） 

昭和 42 年 ５月  庁舎新築により湯沢市千石町２丁目に移転する。 

平成 ４年 ３月  担当区事務所が森林事務所に改称される。 

平成１０年 ３月  増田営林署を統合し、増田森林管理センターを設置する。 

平成１１年  ３月 秋田森林管理署 湯沢支署に再編される。 

平成１３年 ８月  増田森林管理センターを廃止する。 

平成２５年４月  国有林野事業の一般会計化に伴い組織を再編する。 

令和 ３年 ５月  庁舎老朽化により湯沢市田町２丁目に移転する。 

 

(2) 組織図 

           支署長       

森林技術指導官 

森林情報管理官 

 

                     【総務グループ】 

                        総括事務管理官 

                           主任事務管理官（総務・管理担当） 

                          事務管理官（総務・管理担当） 

              事務管理官（総務・経理担当） 

 

                           【業務グループ】 

                           総括森林整備官 

                           主任森林整備官（経営担当） 

                           主任森林整備官（森林育成・ふれあい担当） 

              森林整備官（土木担当） 

                    治山技術官 

                          

                         【森林事務所】 

                           増 田（増田・椿川担当区） 

                           湯 沢（湯沢担当区） 

                           皆 瀬（皆瀬担当区） 

                           雄 勝（雄勝担当区） 

 

４ 秋田森林管理署 湯沢支署の紹介

職員数合計 18 名 

(令和６年４月１日現在) 
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(3) 各森林事務所の連絡先 

各地域に関するお問い合わせは、次の森林事務所へ 

森林事務所・担当区名 郵便番号 所在地 電話番号 

増田(増田・椿川担当区) 019－0701 横手市増田町増田字上町127 0182－45－3056 

湯沢(湯沢担当区) 012－0844 湯沢市田町2－6－38 0183－72－0867 

皆瀬(皆瀬担当区) 012－0844 湯沢市田町2－6－38 0183－73－7377 

雄勝(雄勝担当区) 019－0203 湯沢市寺沢字中川原1－33 0183－52－2524 

※増田・椿川担当区は横手市と東成瀬村、湯沢担当区は湯沢市と羽後町、皆瀬担当区は湯

沢市 

（旧皆瀬村）、雄勝担当区は湯沢市（旧雄勝町）が管轄区域となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) お問い合わせ先 

林野庁 東北森林管理局 

秋田森林管理署湯沢支署 

〒012－0844 

秋田県湯沢市田町２丁目６－38 

TEL:050－3160－5835(IP電話) 

0183－73－2164(代表) 

 
【周 辺 図】 

東北森林管理局の情報を 

毎月更新！ 情報満載！ 
 

広報誌「みどりの東北」 

(スマートフォン対応版) 

新着イベント情報から 

公告まで随時更新中！ 
 

東北森林管理局 

ホームページ 



17 
 

 

 【横手市内国有林より鳥海山を望む】 


